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WebGIS に 関 し て は ， Tsukuba Walkable 
EnvironmentGIS，歴史統計インターネット
GIS，明治期府県別統計 WebGIS，行政区画変




域 簡易 Web-GIS などの開発を進め，その有
効性を検証した．また，GIS のソフトウェア
については，空間データ分析マシン（SDAM），
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